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◇平成２５年度 教育委員会の事務に関する点検評価 修正対照表 

＜評価シート以外の部分＞ 

修正箇所 ８月定例会 協議 修  正  案 

「「事事業業評評価価判判定定」」基基準準 

 

 

 

   

 

 

 

＜施策評価シート＞ 

№ 施 策 名 
修正 
箇所 

８月定例会 協議 修  正  案 

基
本
目
標Ⅰ

施
策
１ 

創創意意工工夫夫をを生生かかししたた適適切切なな
教教育育指指導導のの実実施施（指導課） 

教
育
委
員
会
の
施
策
評
価 

創意工夫を生かした適切な教育指導の実施については、計画的に市内小・中学校への委嘱研
究を実施し、教職員の資質・指導力の向上を図り、学校の教育力を高めてきた。また、知・徳・体
の調和のとれた教育を推進し、埼玉県全県で取り組んでいる「学力」「規律ある態度」「体力」の３
領域における取組も一層推進することができた。平成２４年度は、アッピースマイルサポーター
を７０人に増員し、特別な教育的支援を要する児童生徒一人一人への「きめ細かい支援」を行
い、個々の状況に合わせた教育を充実させることができた。小学校への理科支援員の配置につ
いても、平成２４年度は４校の配置となったが、１校あたりの配置時数を増加させるなど
工夫を施し、きめ細かい支援を行うこともできた。理科教育の充実に効果があり、観察・
実験を充実させたことで、科学に興味をもたせ、科学的な思考力を身につけさせることに
もつながった。上尾市学力調査の結果から明らかとなった児童生徒の学習状況の実態をもと
に、全小・中学校において、学力向上プランを作成し、創意工夫を生かしながら、適切な教育指
導の実施に努めることができた。 

創意工夫を生かした適切な教育指導の実施については、計画的に市内小・中学校への委

嘱研究を実施し、教職員の資質・指導力の向上を図り、学校の教育力を高めてきた。また、知・

徳・体の調和のとれた教育を推進し、埼玉県全県で取り組んでいる「学力」「規律ある態度」「体

力」の３領域における取組も一層推進することができた。 

  さわやかスクールサポート事業では、児童生徒へのきめ細かな指導と支援を行うため少人

数学級教員やアッピースマイルサポーター等を配置した。平成２４年度は、アッピースマイルサ

ポーターを７０人に増員し、特別な教育的支援を要する児童生徒一人一人への「きめ細かい支

援」を行い、個々の状況に合わせた教育を充実させることができた。小学校への理科支援員の

配置についても、平成２４年度は４校の配置となったが、１校あたりの配置時数を増加さ

せるなど工夫を施し、きめ細かい支援を行うこともできた。理科教育の充実に効果があ

り、観察・実験を充実させたことで、科学に興味をもたせ、科学的な思考力を身につけ

させることにもつながった。上尾市学力調査の結果から明らかとなった児童生徒の学習状

況の実態をもとに、全小・中学校において、学力向上プランを作成し、創意工夫を生かしなが

ら、適切な教育指導の実施に努めることができた。 

基
本
目
標Ⅱ

施
策
５ 

学学校校保保健健のの充充実実  
（学校保健課課）  

次
年
度
以
降
の
目
標
設
定 

 
 

※修正部分のみ抜粋 

評価 評価基準 

Ｓ 極めて効果があり、他の事業にも影響を与えた。 

Ａ 予定どおり順調に事務執行し、具体的な成果が表れており、引き続き、継続していく必要がある。 

Ｂ おおむね順調に事務執行し、成果が表れているが、一部を改善し、継続する必要がある。 

Ｃ 目標とした成果が予定を下回っており、その手法について改善する余地が多くある。 

Ｄ 目標とした成果を大幅に下回っており、事業廃止を含めて、事業の見直しをする必要がある。 

 

目 標 指 標 平成２４年度実績 平成２５年度目標 平成２６年度目標 

起床時間 
７時までに起きる 

小学校 ９６．５％ ９７．０％ ９８．０％ 

中学校 ８３．４％ ８４．０％ ８５．０％ 

就寝時間 
１０までに寝る 小学校 ８３．８％ ８４．０％ ８５．０％ 

１１時までに寝る 中学校 ５４．１％ ５５．０％ ５６．０％ 

ＤＭＦ保有数 

小学校 ０．３６ 

小・中学校平均０．６６未満 中学校 １．２９ 

平均 ０．６７ 

 

目 標 指 標 平成２４年度実績 平成２５年度目標 平成２６年度目標 

起床時間 
７時までに起きる 

小学校 ９６．５％ ９７．０％ ９８．０％ 

中学校 ８３．４％ ８４．０％ ８５．０％ 

就寝時間 
１０までに寝る 小学校 ８３．８％ ８４．０％ ８５．０％ 

１１時までに寝る 中学校 ５４．１％ ５５．０％ ５６．０％ 

ＤＭＦ保有数 

小学校 ０．３６ 

小・中学校平均０．７未満 中学校 １．２９ 

平均 ０．６７ 

 

評価 評価基準 

Ｓ 他の事業にも影響を与えるなど予想以上に効果的である。 

Ａ 予定どおり順調に事務執行し、具体的な成果が表れており、引き続き、継続していく必要がある。 

Ｂ おおむね順調に事務執行し、成果が表れているが、一部を改善し、継続する必要がある。 

Ｃ 目標とした成果が予定を下回っており、その手法について改善する余地が多くある。 

Ｄ 目標とした成果を大幅に下回っており、事業廃止を含めて、事業の見直しをする必要がある。 
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基
本
目
標Ⅳ

施
策
２ 

家家庭庭教教育育のの充充実実  
（生涯学習課）  教

育
委
員
会
の
施
策
評
価 

24年度については、市ＰＴＡ連合会と共催での家庭教育講演会の実施、幼稚園保護者

会 6団体に委託して家庭教育に関するを講演会を行った。また、市ＰＴＡ連合会に委託

して、「あいさつをしよう」「こどもをほめよう」「会話をしよう」という「家庭教育行

動指針」の啓発事業を実施している。子育て中の親に対する、家庭教育について学習す

る機会を提供し、ＰＴＡや保護者会の活動の中で実施することにより、極めて効果的、

効率的に支援することができた。 

また、家庭教育に関する知識だけでなく、実際に子どもたちを指導する親の教育力の向
上を図るため、埼玉県が作成した「親の学習プログラム」等の制度を各校ＰＴＡ組織等が
活用できるよう、情報提供に努めた。 

家庭の教育力の向上を図るため、子育て中の親に対して、子どもが生活のために必

要な習慣を身に付け、自主性を育むための家庭教育に取り組めるよう、家庭教育推進

事業をＰＴＡなど保護者の組織と連携を図りながら実施した。この事業により、市Ｐ

ＴＡ連合会による家庭教育行動指針の啓発事業、幼稚園保護者会６団体による家庭教

育に関する講演会、市ＰＴＡ連合会と共催による家庭教育講演会といった事業を実施

することができた。 

また、家庭教育に関する知識だけではなく、実際に子どもたちを指導する親の教育

力の向上を図るため、埼玉県の作成した「親の学習プログラム」等の制度を各校ＰＴ

Ａ組織等が活用できるよう、情報提供に努めた。 

基
本
目
標Ⅵ

施
策
１ 

文文化化芸芸術術活活動動のの推推進進  
（生涯学習課）  

教
育
委
員
会
の
施
策
評
価 

広く市民が文化芸術に関心を持つという観点から、文化・芸術団体の活動が継続的に

展開されていることが必要である。市美術展、市民音楽祭、文化芸術振興事業、市民ギ

ャラリーの運営事業など、文化芸術活動の推進は、平成２４年度も例年のとおり堅実な

実施状況である。市民ギャラリーについても、今後の安定した運営のために必要な改修

事業を実施することができた。 

一方で、さらに多くの市民が文化芸術に関心がもてるよう、新しい文化芸術を創造す

る活動の支援など更なる充実に取り組む必要がある。 

文化芸術の振興には、市民の文化芸術への関心を高めることと、文化・芸術団体の活

動が継続的に展開されていることが必要である。市美術展、市民音楽祭、文化芸術振興

事業、市民ギャラリーの運営事業など、文化芸術活動の推進は、平成２４年度も例年の

とおり堅実な実施状況である。市民ギャラリーについても、今後の安定した運営のため

に必要な改修事業を実施することができた。 

一方で、さらに多くの市民が文化芸術に関心がもてるよう、新しい文化芸術を創造

する活動の支援など更なる充実に取り組む必要がある。 

№ 施 策 名 
修正 
箇所 

８月定例会 協議 修  正  案 
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＜事務事業評価シート＞ 

№ 事 業 名 
修正 
箇所 

８月定例会 協議 修  正  案 

１６ 

１７ 

幼幼稚稚園園就就園園奨奨励励費費補補助助事事業業  

私私立立幼幼稚稚園園児児保保護護者者負負担担軽軽
減減費費補補助助事事業業  
                （総務課） 

評
価
指
標 

  

１９ ささわわややかかススククーールルササポポーートト事事業業  
（（学学校校図図書書館館支支援援））（指導課）  次

年
度
以
降
の
目
標
設
定 

  

３９ 小小中中学学校校校校舎舎改改築築事事業業  
（総務課）  

教
育
委
員
会
の
評
価
の
結
果 

平成２４年度には、中央小改築工事に着手し、２０％の出来高となっているが、順調に進

捗している。上尾中学校についても、基本設計が出来上がり改築工事実施に向けての軌道に

乗ってきている。 

 

平成２４年度には、中央小改築工事に着手し、２０％の出来高となっているが、順調に進

捗している。上尾中学校についても、基本設計が出来上がり改築工事実施に向けての軌道に

乗ってきている。 

また、時勢に則した改築を行うことにより、教育現場での効果も期待される。 

４９ 家家庭庭教教育育推推進進事事業業  
（生涯学習課）  教

育
委
員
会
の
評
価
の
結
果 

平成２４年度については、市ＰＴＡ連合会と共催での家庭教育講演会の実施、幼稚園保
護者会６団体に委託して家庭教育に関するを講演会を行った。また、市ＰＴＡ連合会に委
託して、「あいさつをしよう」「こどもをほめよう」「会話をしよう」という「家庭教育行
動指針」の啓発事業を実施している。子育て中の親に対する、家庭教育について学習する
機会を提供し、ＰＴＡや保護者会の活動の中で実施することにより、極めて効果的、効率
的に支援することができた。 
また、家庭教育に関する知識だけでなく、実際に子どもたちを指導する親の教育力の向

上を図るため、埼玉県が作成した「親の学習プログラム」等の制度を各校ＰＴＡ組織等が
活用できるよう、情報提供に努めた。 

平成２４年度については、市ＰＴＡ連合会と共催での家庭教育講演会の実施、幼稚園保
護者会６団体に委託して家庭教育に関するを講演会を行った。また、市ＰＴＡ連合会に委
託して、「あいさつをしよう」「こどもをほめよう」「会話をしよう」という「家庭教育行
動指針」の啓発事業を実施している。子育て中の親に対する、家庭教育について学習する
機会を提供し、ＰＴＡや保護者会の活動の中で実施することにより、極めて効果的、効率
的に支援することができた。 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

指標名 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 指標の説明 

就園奨励費補助金減免率（公立） １５．９％ ２６．２％ １６．２％ 補助対象園児／公立幼稚園児数 

就園奨励費補助金支給率(私立)  ７８．２％ ７７．８％ ７６．１％ 補助対象園児／私立幼稚園児数 

補助額 １０６，８３７円 １１１，１４５円 １１３，０５０円 
就園奨励費・保護者負担軽減費補助

金の平均額（一人当たりの年額） 

差引後 公・私立幼稚園保育料差額 １０２，８３９円 １００，２４５円 ９７，１９８円 
私立幼稚園補助後保育料－公立幼

稚園保育料（一人当たりの年額） 

 

指標名 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 指標の説明 

就園奨励費補助金減免率（公立） １５．９％ ２６．２％ １６．２％ 補助対象園児／公立幼稚園児数 

就園奨励費補助金支給率(私立)  ７８．２％ ７７．８％ ７６．１％ 補助対象園児／私立幼稚園児数 

補助額 １０６，８３７円 １１１，１４５円 １１３，０５０円 
私立幼稚園補助後保育料－公立幼

稚園保育料（一人当たりの年額） 

差引後 公・私立幼稚園保育料差額 １０２，８３９円 １００，２４５円 ９７，１９８円 
就園奨励費・保護者負担軽減費補助

金の平均額（一人当たりの年額） 

 

 

目 標 指 標 平成２４年度実績 平成２５年度 平成２６年度 

学校図書館支援員数 ２５人／３３校 ２５人／３３校 ３３人／３３校 

１校あたりの派遣日数（平均） 
小学校２０２日 

中学校 ４１日 

小学校２０２日 

中学校２０２日 

「読書が好き・どちらかといえ
ば好き」と回答した児童生徒の

割合 

小学６年 ７４.５ ％ ７５.０ ％ ７５.５ ％ 

中学３年 ７２.８ ％ ７３.５ ％ ７４.０ ％ 

 

目 標 指 標 平成２４年度実績 平成２５年度 平成２６年度 

学校図書館支援員数 ２５人／３３校 ２５人／３３校 ３３人／３３校 

「読書が好き・どちらかといえ

ば好き」と回答した児童生徒の
割合 

小学６年 ７４.５ ％ ７５.０ ％ ７５.５ ％ 

中学３年 ７２.８ ％ ７３.５ ％ ７４.０ ％ 
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№ 事 業 名 
修正 
箇所 

８月定例会 協議 修  正  案 

５２ 

 

成成人人式式事事業業（生涯学習課） 

 

教
育
委
員
会
の
評
価
の
結
果 

  

５３ 子子どどもも大大学学  ああげげおお・・いいなな・・おおけけががわわ  
（生涯学習課）  

評
価
指
標 

  

５５ 人人権権教教育育推推進進事事業業  
（（生生涯涯学学習習課課所所管管分分））  
       （生涯学習課）  

次
年
度
以
降
の

目
標
設
定 

  

５６ 人人権権教教育育集集会会所所運運営営事事業業  
（生涯学習課）  

評
価
事
業
追
加 

なし 管理運営事業であるが、「基本目標Ⅴ 生涯にわたる豊かな学びのサポート 施策４ 
人権教育の推進」を評価するにあたり、肝要であるため事務事業評価を追加。 
 
 ※以下事務事業評価、事業番号繰り下げ 

６２ 文文化化財財調調査査・・保保存存事事業業  
（生涯学習課）  

教
育
委
員
会
の
評
価 

  

 

 

教
育
委
員
会
の
評
価 

 成人式は、社会人としての自覚を高め、大人としての意識をつけることを目的として、毎

年実施している事業である。公募及び各中学校から選出された成人代表者（各校男女 1名ず

つ）が、事前の企画から当日の司会・市民憲章朗読・誓いの言葉などの運営にかかわること

により、式典参加者にとっても、より身近な成人式となる。特に混乱もなく和やかに進行さ

れている。 

 平成２４年度からは成人記念品（クオカード５００円券）を廃止したため、決算額が大幅

に下がっているが、事業実施に当たっては特に問題はなかった。 

特 

記 

事 

項 

（
今
後
の
方
向
性
等
） 

 社会教育事業として成人式を実施しているが、地域コミュニティや青少年事業としての実

施も考えられる。 

 

教
育
委
員
会
の
評
価 

本年度は指定・登録文化財の新たな指定・登録はなかったが、文化財の保存継承のための補

助事業については２件、説明板の設置については、昨年度指定した文化財について５件実施

することできた。また、文化財を紹介する冊子『上尾の指定文化財』の増補版を９年ぶりに
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 また、上尾市が所有する民俗文化財（民具）２４０５点について、データベース化を行い

活用することを容易にすることができた。、 

特 

記 

事 

項 

（
今
後
の
方
向
性
等
） 

 

 

教
育
委
員
会
の
評
価 

本年度は指定・登録文化財の新たな指定・登録はなかったが、文化財の保存継承のための補
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することできた。また、文化財を紹介する冊子『上尾の指定文化財』の増補版を９年ぶりに

発行した。 

 また、上尾市が所有する民俗文化財（民具）２４０５点について、データベース化を行い
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法や条例に基づき、文化財を指定・登録し、これを保護継承していくための事業であり、文化

財保護行政の根幹をなす重要な事業である。今後は、必要に応じた指定・登録のための調査事業

を積極的に実施していきたい。 
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 成人式は、社会人としての自覚を高め、大人としての意識をつけることを目的として、毎

年実施している事業である。公募及び各中学校から選出された成人代表者（各校男女 1名ず

つ）が、事前の企画から当日の司会・市民憲章朗読・誓いの言葉などの運営にかかわること

により、式典参加者にとっても、より身近な成人式となる。特に混乱もなく和やかに進行さ

れている。 

 平成２４年度からは成人記念品（クオカード５００円券）を廃止したため、決算額が大幅

に下がっているが、事業実施に当たっては特に問題はなかった。 
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指標名 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 指標の説明 

全参加者数 ― ６０人 ６１人  

平均参加率 ― ９４．６％ ８５．６％ 出席者数／全参加者数×１００ 

子ども大学参加満足度 ― ７５．８％ ７６．５％  

 

指標名 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 指標の説明 

全参加者数 ― ６０人 ６１人  

平均参加率 ― ９４．６％ ８５．６％ 出席者数／全参加者数×１００ 

 

 

目 標 指 標 平成２４年度実績 平成２５年度 平成２６年度 

人権教育集会所利用者数 ２６，７７４人 ２７，０００人 ２７，３００人 

 

目 標 指 標 平成２４年度実績 平成２５年度 平成２６年度 

人権標語作品応募点数 １８，８６７点 １９，０００点 １９，０００点 


